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文責：校長 大内雅之

新型コロナウイルス感染症への対応について

日頃より、新型コロナ感染症への対応ありがとうございます。

北小では「子どもの体と心を守りきる観点」から感染症陽性者等
の有無や数などの公表は最小限にとどめています。誹謗中傷、噂話

、差別、対応の変化等、陽性になった子はもちろん関係する

ご家族の様々な心配・リスク等を考えれば、安易に公表する
ことはできないと判断しています。広く「情報提供」をする

ことのメリットとデメリットを検討した結果です。陽性にな

った方から話を聞くと、「体」の健康回復よりも「心」の方
がつらい、まわりの目が気になるという話をよく聞いています。学校がその原因となる情報を安

易に提供することは極力避けるべきであると考えています。

さらには、陽性者がいたとしても、学校としての運営に変化（学級閉鎖、学校閉鎖、臨時のお
迎え等）がなければ、保護者の方に特別な対応をお願いすることはないことも公表しない理由の

一つになっていました。公表は、「より一層の注意喚起」には一定の効果はあるものの、感染症

への対応としてできることには変化はありません。検温・健康観察等による登校自粛、医療機関
の受診、不織布マスクの着用、３密の回避、黙食、手洗い・消毒等、基本対応の徹底継続以外に

今できることはありません。このことも極力公表しないという判断のベースとなっていました。

今後とも、この方針に変更はなく、学級閉鎖や学校休業時等の措置をとる場合、保護者の皆さん
への一層の注意喚起が必要と判断した場合以外は陽性者数等の公表は差し控えます。保護者の皆

さんの冷静な判断・行動をお願いいたします。ただ、基礎疾患や家族等の手術が間近にある場合

をはじめ、その他やむを得ない事情等で感染状況をどうしても知りたいという方もいらっしゃる
ことと思います。そのような場合は個別に対応して参りますのでまずは学校までご連絡ください。

今回の春休みに関しては二本松市・北小関係者での感染の拡大が進み、このままでは１学期ス

タートが危ぶまれる状態であると判断し、保護者の皆さんに「一層の注意喚起」をお願いしたい
との判断から 4/4 付メールで人数を公表しました。今の状況はだれが、いつ、どこで罹ってもお
かしくない状況であることは承知していますが、できることなら、だれも新型コロナウイルス感
染症に罹りたくない、罹ってほしくないとも思っているのも事実です。できる限りの対策を講じ

て子どもたちの学習を保障したいと強く思っています。一層の注意、対応の強化をお願いします。

学校は現在、最大限の危機意識をもって対応しています。も
ちろん、これまでの対応においても危機感をもち、その都度そ

の都度「最適解」を求めて対応してきました。これまでの対応

で分かっていることは、学校だけでも、家庭だけでも、この感
染拡大を止めることはできないということです。また、みんな

でやらないと効果が薄いことも分かっています。いろいろなご

意見、お考えがあることも分かっていますが、ご理解いただき、
みんなでコロナ禍を乗り切ることを目指していきたいと思いま

す。ご協力をお願いします。

北小は「地域とともにある学校」を目指してます。子どもを中心に据え、学校・地域・保護者
が連携して教育にあたる姿を目指しています。学校・地域・保護者それぞれがそれぞれの立場を

理解した上で、精一杯行動し、子どものよりよい成長にむけて協力していくことはとても大事な

ことと考えています。ご意見や要望等あればいつでもご連絡ください。

保護者の皆様からの声をお待ちしています。

～学校に対するご意見・ご感想等お気軽にお寄せください（または assist.nihonmatsukita-e@fcs.ed.jp まで）
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【新型コロナウイルス感染症への対応】

～週末の過ごし方～
〇 不要不急の外出の自粛をお願いします。

〇 子どもたちの毎日の検温、体調確認。

〇 子ども、同居家族に風邪の症状が見られた場合の登校自粛。
病院受診。

〇 児童・家族の抗原検査・PCR検査の受検（結果を待たずに）
濃厚接触者認定・可能性等あれば、できるだけ早い学校への連絡。

■平日・日中－学校 0243-23-0029
■休日・夜間－学校携帯 080-2814-4808

～ よろしくお願いします ～


